






















評価している。この評価は一方で、劉裕 起義にはなんら後ろ盾となる存在が無く、正当性 根拠となるものが無いことを示している。もとより、正史である『宋書』は劉裕の正当性を前提にしているため それを踏まえた先行研究においても、劉裕がどのようにして自らの正当性を、すなわち東晋王朝の復興者と の立場を主張できたのかについて、詳細な言及はない。　
しかしながら、起義の一ヶ月後に建康を奪還するものの、時の の皇帝たる安帝 建康におらず、その帰還が
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とあるように、安帝の密詔を受け 形を取り、行われている。これによって武陵王遵は、義熙元年（四〇五）三月に安帝が建康に帰還するまで 約一年間に渉り 政事を担う王謐以下楚王朝の首脳部と、軍事を担う劉裕以下起義 との総統者として、皇帝不在の朝廷を運営することになったのである。　
武陵王遵は、東晋初代皇帝である元帝の子・武陵王晞の末子であり、 の父・孝武帝の従弟に当たる、近親の宗室







































大将軍武陵王令して曰く「前龍驤将軍休之、才幹貞審にして、功業既に成る。歴陽の戦い、事機捷に在り。勢い乖れ力屈するに至 及び 身らを奉じて出奔するも、猶お義徒を鳩集し、崎嶇険阻す。既 親賢の挙に応じ、宜しく分陝の重を委ぬべし。監荊益梁寧秦雍六州軍事・領護南蛮校尉・荊州刺史・仮節とすべし。 」と。
とある。 【?
1】にあるように、 「令曰」の事例のうち三件は対象者が宗室諸王








形式 対象者 内　　　容 出　典
承制
何無忌 人事 輔国将軍・琅邪内史になり、司馬道子が統括していた精兵をすべて与えられる 『晋書』（（
劉道憐 人事 員外散騎侍郎になる 『宋書』（（
劉道規 人事 振武将軍・義昌太守になる 『宋書』（（
庾悦 人事 寧遠将軍・安遠護軍・武陵内史になる 『宋書』（（







司馬休之 人事 監荊益梁寧秦雍六州軍事・領護南蛮校尉・荊州刺史・仮節になる 『晋書』（（
司馬珍之 人事 通直散騎郎になる 『晋書』（（

















































































































































































































皇帝の動向 承制者 内　　容 出典 年　月
恵帝行幸（蕩陰の役）范陽王虓 苟晞を行兗州刺史とする 『晋書』（（『資治通鑑』（（ 永興元年（（0（）七月
恵帝行幸（長安） 竟陵王楙 自ら都督兗州刺史・車騎将軍と名乗り、恵帝に上表する 『晋書』（（







懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 華軼を長吏に改易する 『晋書』（（『資治通鑑』（（ 永嘉五年（（（（）六月
懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 賀循を再び軍諮祭酒とする 『晋書』（（
懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 西陽王羕を撫軍大将軍・開府として、千兵百騎を給す 『晋書』（（
懐帝蒙塵（平陽） 琅邪王睿 南頓王宗を散騎常侍とする 『晋書』（（
懐帝蒙塵（平陽） 南陽王保 自ら大司馬を号して、百官を置く 『晋書』（（
愍帝期 琅邪王睿 諸葛恢を会稽太守とする 『晋書』（（
愍帝期 琅邪王睿 嵇紹に太尉を追号し、その祠に太牢を捧げる『晋書』（（
愍帝期 琅邪王睿 荊州・揚州を大赦する 『晋書』 （『資治通鑑』（（ 建興三年（（（（）八月
懐帝塵蒙～愍帝期 琅邪王睿 郗鑒を仮に龍驤将軍・兗州刺史として、鄒山に鎮守させる 『晋書』（（
懐帝塵蒙～愍帝期 琅邪王睿 范広を堂邑令とする 『晋書』（0












































































階に就いている者が多い。しかしながら、武陵王遵が大将軍 就いた時には、軍事権および宰相権は、それぞれ劉裕・王謐が掌握し ことから、武陵王遵は具体的な実権を持っていなかったと考えられる。すなわち、武陵王遵は承制することで、最も皇帝位に近い者と目されていたにも拘わらず、晋王ないしは琅邪王に進号することなく また皇太子にも就かず、その上、具体的な実権を有していなかったのである。つまり、武陵王遵は承制がもつ権威のみを引き出すための装置として立てられていた 過ぎないのである。　
一方で、 『宋書』巻十六・礼志三に、
安帝元興三年三月、宋の高祖、桓玄を討ちてこれを走らす。己卯、義功を南郊に告ぐ。是の年、帝、江陵に蒙塵して未だ返らず。其の明くる年、応に郊すべし。朝議以為え く、宜しく周礼に依り、宗伯職を摂し 三公事を行うべし、と。尚書左丞王訥之 独り曰く「既にして殯して郊祀し、自ずから是れ天子は陽 当る、君有りて焉に存し、命を稟け 行うは、何を弁する所ならんや。これを斎すると否かずとは 豈に今日の比如くにあらんや。議者又云く、今宜しく郊すべし。故より是れ制を承けて三公 命じて事を行うを得しむ所なり。又郊は天の極尊にして、唯一のみ、故に天子に非ざれば祀らざ なり。庶人以上は、蒸嘗せざるなし。嫡子外 居り、庶子事を執るは、礼文炳然たり。未だ親ら命を受けずして天を祭るべき者有らず。又武皇受禅して、二月を用て郊し、元帝中興して、三月を以て郊す。今郊の時未だ過ぎず、日々輿駕を望む。速くせんと欲して拠無きことを為す無からん。使し皇輿旋返せば、更に親ら奉ずる 得ず 」と。遂に訥之の議に従う。



























まず承制は、皇帝と受命者の間に距離があり、皇帝から受命者に対して直接命令の伝達ができな こ を前提と て




たことから、権力の拡散現象の うに見受けられる。しかしながら、承制者が皇帝位をも視野に入れるまでにその権限を極限まで拡大させたことで、逆に権力 拡散現象を防ぐ手段として活用され、また承制者として立ち得 人物を宗室諸王に限定するようになったの ある。武陵王遵の承制は、このよう 承制の変遷―特に琅邪王睿の事例―を踏 えて、行われたのである。　
桓玄打倒を掲げた劉裕の起義後、武陵王遵は承制により、約一年に渉って楚王朝首脳部と起義軍の上に立つ総統者と
して、朝廷を運営する になった。琅邪王睿の事例を経て、東晋 朝において承制者となった武陵王遵は、こ 時期、最も皇帝位に近い者として認識されてい と考えられる。しかしなが 、武陵王遵は、晋王ないしは琅邪 号に進号することなく、また皇太子位にも就かず、 らには具体的な実 持ち合わせていなかった。このことから、安 が反正するまでの間に行われた人事異動やその他諸政策 、常 劉裕の意図があったと考えられる　
武陵王遵が承制者となったことは、劉裕にとって、起義当時、なんら後ろ盾となる者を持たなかった自身の正当性を










に、左右の者に、 「桓玄之時、天命已改、重為劉公所延、将二十載。今日之事、本所甘心。 （ 『宋書』巻二・武帝紀中） 」と語っている。このことからも、劉裕の起義は劉宋建国にむけた重要な分岐点であったと考えられる。
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（）「教」について、 『文選』巻三六・教・序文に、 「蔡邕独断曰、諸侯言曰教。 」とあり、また『文心雕龍』詔策第十九に、






















































―八王の乱を手掛かりとして―」 （ 『史林』六八―二、一九八五年。 『魏晋政治社会
史研究』京都大学学術出版会 二〇一二年再録、二二一頁）
（











































































（（）『晋書』巻十・安帝紀元興三年五月条には、 「奉神主入于太廟。 」とあるが、 『宋書』巻一・武帝紀上では、劉裕が建康を奪取した直後の記事として、 「焚桓温神主於宣陽門外、造晋新主、立于太廟。 」とあり、時期と神主をめぐる内容が若干異なる。
〔??
 〕本稿は、二〇一四年一月の六朝史研究会および同年十月の東アジアの歴史と現代研究会における口頭発表の内容をもとに執筆したものである。また、京都外国語大学教授福原啓郎氏にご指導賜った。ここに深く感謝申し上げたい。
（（
